
「農産物の安全・安心、農業における環境配慮」についてのアンケート報告 

県民の皆さんが、農産物、農薬・化学肥料に対してどのように考えられているか、その

意識傾向を把握するために、「農産物の安全・安心、農業における環境配慮」についての

アンケートを実施しました。

アンケートにご協力いただきましたｅ－モニターの皆さまにお礼を申し上げますととも

に、アンケートの実施結果を、下記のとおりご報告申しあげます。 

１ アンケート実施期間 

平成２０年７月４日（金）から７月２１日（月）まで 

２ 意見募集の結果 

（１）対象者数 １，１４６名 

（２）回答者数   ８２３名 

（３）回 答 率   ７１％ 

３ 属性 

（１）性 別 男性：５３％、女性：４７％ 

（２）年代別 

20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 

12％ 25％ 24％ 21％ 14％ 4％ 

４ アンケート結果 

Ｑ１、Ｑ３ 

 国内農産物に対して、人にやさしい（安全・安心）と「思う」、又は「どちらかとい

うとそう思う」の回答は、７８％でした。 

また、自然にやさしい（環境に配慮している）と「思う」、又は「どちらかというと

そう思う」の回答は、５６％でした。 

Ｑ２、Ｑ４ 

 国内全体と比較した三重県内農産物に対して、人にやさしい（安全・安心）と「思う」、

又は「どちらかというとそう思う」の回答は、６７％でした。 

また、自然にやさしい（環境に配慮している）と「思う」、又は「どちらかというと

そう思う」の回答は、５０％でした。 

Ｑ５、Ｑ６ 

 化学肥料使用に対して、「適正使用であればよい」の回答が５７％に対して、「使用

しない方がよい」が３４％、「使用してはいけない」が１％でした。 

 「使用しない方がよい」、又は「使用してはいけない」の回答を頂いた３０４名の方

にその理由を伺ったところ、「人に対して安全でない」、「環境に影響がある」、「適
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正に使用されているかどうか不安」が３０％前後と、ほぼ同じ割合でした。 

 

Ｑ７、Ｑ８ 

  農薬使用に対して、「適正使用であればよい」の回答が４１％に対して、「使用しな

い方がよい」が５１％、「使用してはいけない」が５％でした。 

  「使用しない方がよい」、又は「使用してはいけない」の回答を頂いた４６３名の方

にその理由を伺ったところ、「人に対して安全でない」が４１％と一番多く、続いて「適

正に使用されているか どうか不安」が３１％、「環境に影響がある」が２５％でした。 

 

Ｑ９、Ｑ１０ 

 有機農業について、「よく知っている（内容がわかる）」の回答が２２％に対して、

「知っている（聞いたことがある）」が６３％、「知らない」が１３％でした。   

また、有機農業によって生産された農産物の印として付けられる有機ＪＡＳマークに

ついては、「よく知っている」（内容が分かる）の回答が７％に対して、「知っている

（見 たことがある）」が３４％、「知らない」が５８％でした。 

後述する、有機農業によって生産された農産物に対する購入意向（８２％）と比較す

ると、有機農業や有機農業によって生産された農産物が、十分に認識されているとはい 

えない状況にあると考えられます。 

 

Ｑ１１、Ｑ１２ 

  有機農業により生産された農産物の購入が「ある」の回答は４５３名（５５％）で、

その内２３０名（５０％）の方は、「月１回以上」の購入でした。 

すなわち、今回の調査では、全体の２８％の方が、月１回以上有機農業により生産さ

れた農産物を購入していました。 

 

Ｑ１１、Ｑ１３、Ｑ１５ 

  有機農業により生産された農産物の購入が「ない」の回答は８８名（１０％）、「わ

からない」は２８２名（３４％）でした。 

これら３７０名の方に有機農業により生産された農産物の購入意向を伺ったところ、

「購入したいと思う」の回答が２２４名（６０％）、「購入したいと思わない」が１６

名（４％）、「どちらとも思わない」が９７名（２６％）、「わからない」が３３名（８％）

でした。 

  すなわち、有機農業により生産された農産物の購入が「ある」方（４５３名）と「購

入したいと思う」方（２２４名）の合計は６７７名で、今回の調査では、全体の８２％

でした。 

  これら６７７名の方に購入の理由を伺ったところ、「安全面で優れている」の回答が

５１％、「環境保全に貢献したい」が１７％、「味や栄養面で優れている」が１４％等

でした。 

 

Ｑ１４ 

有機農業により生産された農産物の購入が「ない」又は「わからない」と回答頂き、

かつ、有機農業により生産された農産物を「購入したいと思わない」、又は「どちらと

も思わない」と回答頂いた１１３名の方に、その理由を伺ったところ、「価格が高い」

の回答が２５％、「特に有機農業により生産された農産物を意識していない」が２０％、

「表示が信頼できない」が１７％等でした。 



 

 

 

Ｑ１６ 

  有機農業により生産された農産物の購入の理由に「環境保全に貢献したい」と回答を

頂いた１９５名の方に、どのような効果を期待するか伺ったところ、「豊かな生態系を

育むこと」の回答が３４％、「水をきれいに保つこと」が２３％、「家畜排せつ物や稲

わら等の堆肥化など資源のリサイクルにより持続的な農業が行われること」が２０％等

でした。 

 

Ｑ１７ 

  有機農業により生産された農産物の適正な価格は、「２～３割髙」の回答が３１％、

「１割高」が２６％、「同程度」が１２％等でした。 

 


